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問１A あなたのお仕事についてお伺いします。今現在、あなたは仕事をしていますか。（○は１つ） 

１ はい ２ いいえ 
  ↓               ↓ 

問２Ａへお進みください。       問１Ｂへお進みください。 

 

問１B 【問１Aで「２ いいえ」と回答した方に伺います。】あなたは仕事をしたいと考えていますか。 

（○は１つ） 

１ 仕事をしたいと思い、仕事を探している 
２ 仕事をしたいと思うが、仕事を探していない 

３ 仕事をしたいと思っていない  → 問９（P.5）へお進みください。 
 

問１C 【問１B で「１」または「２」と回答した方に伺います。】仕事をする場合、どういった雇用形態で仕事

をしたいですか。                    （○は１つ） 

１ 自営・家族従業 

２ 会社・団体等の役員    → 問９（P.5）へお進みください。 

３ 正規の職員・従業員  

４ アルバイト・パートタイマー   ７ 嘱託 

５ 契約社員            ８ その他（具体的に       ） 

６ 派遣社員 

 

問１D 【問１Cで「４」～「８」と回答した方に伺います。】あなたが正規の職員・従業員以外の勤務形態で

働きたいのは、次の理由のどれに近いですか。最も近いと思うもの１つに○をつけてください。 

（○は１つ） 

１ 専門的な資格・技能が活かしたいから 

２ 組織にしばられたくないから 

３ 勤務時間や労働日数が短いから 

４ 自分の都合の良い時間に働けるから 

５ 簡単な仕事で責任も少ないから 

６ 個人の事情（健康、年齢）のために正社員として働けないから 

７ 家庭の事情（家庭・育児・介護等）のために正社員として働けないから 

８ 正規職員・従業員で働くことを希望していたが、雇ってくれる会社がなさそうだから 

                                →  問９（P.5）へお進みください。 

【問１Aで「１ はい」と回答した方に伺います。】 

問２A あなたの勤務形態は次のどれに該当しますか。                 （○は１つ） 

１ 自営・家族従業 

２ 会社・団体等の役員    → 問３Aへお進みください。 

３ 正規の職員・従業員  
４ アルバイト、パートタイマー 

５ 契約社員 

６ 派遣社員 

７ 嘱託 

８ その他（具体的に                    ） 

 

問２Bへお進みください。 
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問２B 【問２Aで「４」～「８」と回答した方に伺います。】あなたが正規の職員・従業員以外の勤務形態で

働いているのは、次の理由のどれに近いですか。最も近いと思うもの１つに○をつけてください。 

（○は１つ） 

１ 専門的な資格・技能が活かしたいから 

２ 組織にしばられたくないから 

３ 勤務時間や労働日数が短いから 

４ 自分の都合の良い時間に働けるから 

５ 簡単な仕事で責任も少ないから 

６ 個人の事情（健康、年齢）のために正社員として働けないから 

７ 家庭の事情（家庭・育児・介護等）のために正社員として働けないから 

８ 正規職員・従業員で働くことを希望していたが、雇ってくれる会社がなさそうだから 

 

【ここからは、今仕事をしている方全員に伺います。】 

問３A あなたは今現在の仕事を今後も続けていくつもりですか。             （○は１つ） 

１ この仕事を続けたい 

２ この仕事の他に別の仕事もしたい   → 問４Aへお進みください。 

３ 仕事をすることをやめたい 

４ 他の仕事に変わりたい 

 

問３B 【問３Aで「４ 他の仕事に変わりたい」と回答した方に伺います。】どうして他の仕事に変わりたい

のですか。                                  （○は１つ） 

１ 一時的についた仕事だから 

２ 収入が少ないから 

３ 将来性が無いから 

４ 定年などに備えて 

５ 時間的・肉体的負担が大きいから 

６ 知識や技能を活かしたいから 

７ 余暇を増やしたいから 

８ 家庭（家事・育児、介護等）の都合から 

９ その他（具体的に             ）

 

問３C 【問３Aで「４ 他の仕事に変わりたい」と回答した方に伺います。】他の仕事に変わる場合、どうい

った雇用形態で仕事をしたいですか。                      （○は１つ） 

１ 自営・家族従業 

２ 会社・団体等の役員 

３ 正規の職員・従業員 

４ アルバイト・パートタイマー 

５ 契約社員 

６ 派遣社員 

７ 嘱託 

８ その他（具体的に             ）

 

【今仕事をしている方全員に伺います。】 

問４A あなたの仕事に対する満足度について伺います。次の各項目について、あなたのお考えに最も近いと

思うものに１つずつ○をつけてください。      （○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

満
足
で
あ
る 

 

ど
ち
ら
と
も 

 
 
 

え
な
い 

 

不
満
で
あ
る 

給料・待遇等 １ ２ ３ ４ ５ 

雇用の安定性 １ ２ ３ ４ ５ 

仕事の内容／やりがい １ ２ ３ ４ ５ 

職場環境／雰囲気 １ ２ ３ ４ ５ 

余暇の充実／家庭生活との両立 １ ２ ３ ４ ５ 
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自分のキャリア形成 １ ２ ３ ４ ５ 

問４B あなたのお仕事の熟練期間について伺います。あなたの仕事はまったくの未経験の状態からはじめて

満足した内容の仕事ができるようになるまで、どのくらいの期間が必要な仕事だと思いますか。最も

近いと思うもの１つに○をつけてください。                    （○は１つ） 

１ 数日前後 
２ 1～2週間程度 
３ 1ヶ月程度 

４ 3ヶ月程度 
５ 半年程度 
６ 1年程度 

７ 2～3年程度 
８ 4～5年程度 
９ 5年以上 

 

問４C あなたのお仕事の創意工夫の余地について伺います。あなたの仕事は自分自身の創意工夫により仕事

内容、結果が大きく変わる仕事だと思いますか。当てはまるもの１つに○をつけてください。 

（○は１つ） 

１ 創意工夫の余地が大きい ２ 創意工夫の余地が多少ある ３ 創意工夫の余地はほとんどない

 

問４D あなたのお仕事の専門性について伺います。あなたのお仕事は特殊な専門的知識・技能を必要とする

仕事ですか。当てはまるもの１つに○をつけてください。             （○は１つ） 

１ 専門的知識・技能が必要である 
２ 少しは専門的知識・技能があったほうが良い 
３ 専門的知識・技能は仕事をする上では必要とはならない 

 

問５A あなたの勤め先について伺います。あなたのお勤め先の規模について、当てはまるもの１つに○をつ

けてください。                                （○は１つ） 

１ 従業員 10人未満 
２ 従業員 10人～50人未満 
３ 従業員 50人～100人未満 

４ 従業員 100人～500人未満 
５ 従業員 500人～1000人未満 
６ 従業員 1000人以上 

 

問５B あなたの勤め先について伺います。あなたの勤め先の主とする業務について、当てはまるもの１つに

○をつけてください。                             （○は１つ） 

１ 農業、林業、漁業 
２ 鉱業 
３ 建設業 
４ 食料品、飲料・たばこ・飼料製造業 
５ 繊維工業、衣服・その他の繊維製品製造業 
６ パルプ・紙・紙加工品製造業 
７ 化学工業 
８ 医薬品製造業 
９ 石油製品・石炭製品製造業 
10 窯業・土石製品製造業 
11 鉄鋼業 
12 非鉄金属製造業 
13 金属製品製造業 
14 一般機械器具製造業 
15 電気機械器具製造業 
16 情報通信機械器具製造業 

17 電子部品・デバイス製造業 
18 輸送用機械器具製造業 
19 精密機械器具製造業 
20 その他の製造業 
21 電気・ガス・熱供給・水道業 
22 情報通信業 
23 運輸業 
24 卸売・小売業 
25 金融・保険業 
26 不動産業 
27 飲食店・宿泊業 
28 医療、福祉 
29 教育・学習支援業 
30 サービス業 
31 公務 
32 その他（具体的に             ）
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問６ あなたの職種について伺います。あなたの職種について当てはまる、あるいは最も近いと考えられるも

の１つに○をつけてください。                          （○は１つ） 

１ 管理的職種（会社・団体や官公庁の課長以上の管理的立場にある職種など） 

２ 総合事務職（管理的職種ではない会社・団体、官公庁の総合職など） 

３ 一般事務職（一般事務、会計事務、オペレーター、秘書、営業事務員など） 

４ 専門的技術職（研究者、技術者、保健医療、法務従事者、教育、芸術家など） 

５ 販売・営業従事者（小売店、卸売店の店主や従業員、外交員、不動産仲介など） 

６ サービス従事者（理容、美容、飲食店の従業員、ホームヘルパー、調理人など） 

７ 生産工程、労務作業者（製造、生産、機械作業、建築、保守、運搬等） 

８ 農林漁業作業者（農林水産業における作業に従事する場合） 

９ 保安従事者（自衛官、警察官、消防員、警備員など） 

10 その他（具体的に                    ） 
 

問７ あなたの１週間の平均的な就業時間について伺います。あなたの１週間の平均的な就業時間について最

も近いと考えられるもの１つに○をつけてください。（※1日 9時～18時まで働いて休憩が 1時間とす
ると、1日 8時間の勤務となり、5日間勤務すると 5×8＝40時間となります。）    （○は１つ） 

１ 15時間以下 
２ 20時間前後 
３ 25時間前後 
４ 30時間前後 
５ 35時間前後 

６ 40時間前後 
７ 45時間前後 
８ 50時間前後 
９ 55時間前後 
10 60時間前後 

11 70時間前後 
12 80時間前後 
13 90時間前後 
14 100時間以上 

 

問８ あなたの雇用の契約期間について伺います。あなたの雇用の契約期間として当てはまるもの１つに○を

つけてください。                                （○は１つ） 

１ 特に決まっていない（終身雇用が前提） 

２ 特に決まっていない（ただし終身雇用が前提ではない） 

３ 一定期間ごとの更新 

４ 一定期間で更新なし 

５ よくわからない 
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【ここから先は最後まで、全員の方がお答えください。】 

問９ あなたはお仕事を選ぶうえで、以下にあげた項目はどの程度重視しますか。それぞれ当てはまるものに

１つずつ○をつけてください。なお、働いていない方は仮に自分が働くとしたら、という仮定で直感

的にお答えください。                        （○はそれぞれ１つずつ） 

 

 

 

 

 

 

重
視
す
る 

 

ど
ち
ら
と
も 

 
 
 

え
な
い 

 

重
視
し
な
い 

自分の有する知識や技能、経験と仕事の関連性 １ ２ ３ ４ ５ 

マニュアルどおりにやると容易に一定の成果があげられる仕事であること １ ２ ３ ４ ５ 

創意工夫の余地がある仕事であること／アイデアが活かせる仕事であること １ ２ ３ ４ ５ 

仕事の裁量性、自由度が高いこと／他者に影響されない仕事であること １ ２ ３ ４ ５ 

仕事のやりがい １ ２ ３ ４ ５ 

仕事を通じた社会への貢献 １ ２ ３ ４ ５ 

仕事の権限や影響力 １ ２ ３ ４ ５ 

他者と関わる機会の多い仕事 １ ２ ３ ４ ５ 

将来の昇進の機会が望めること １ ２ ３ ４ ５ 

幅広い職種を経験できること １ ２ ３ ４ ５ 

一つの同じ職種を長期間経験できること １ ２ ３ ４ ５ 

研修機会、自己啓発の機会に恵まれていること １ ２ ３ ４ ５ 

将来も長く勤続できる会社であること １ ２ ３ ４ ５ 

転職することも容易である会社であること、キャリアアップの通過点となりうること １ ２ ３ ４ ５ 

配置転換等の際に自分の希望が反映されること １ ２ ３ ４ ５ 

自分の知識、技能、経験が人事異動の際に考慮されること １ ２ ３ ４ ５ 

困難であったり忙しい仕事であっても、高い給料が得られること １ ２ ３ ４ ５ 

基本給以外の各種手当（住宅手当、扶養手当等）が充実していること １ ２ ３ ４ ５ 

たとえ高収入でなくても、収入の安定性があること １ ２ ３ ４ ５ 

雇用・身分の保証／雇用形態 １ ２ ３ ４ ５ 

定年後の再雇用制度や再就職の斡旋制度があること １ ２ ３ ４ ５ 

年金制度の充実／退職金の多さ １ ２ ３ ４ ５ 

従業員福祉制度の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

会社の社会的知名度／ブランド １ ２ ３ ４ ５ 

会社の財務体質のよさ、安定性 １ ２ ３ ４ ５ 

会社の理念／経営方針 １ ２ ３ ４ ５ 

職場の雰囲気のよさ １ ２ ３ ４ ５ 

拘束時間や残業時間の短さ、勤務時間の規則性 １ ２ ３ ４ ５ 

休日を安定的に取得できること １ ２ ３ ４ ５ 

仕事と家庭の両立ができること １ ２ ３ ４ ５ 

職場以外の人間関係を広げることができる、維持することができること １ ２ ３ ４ ５ 

勤務地の固定性／地域間異動の少なさ １ ２ ３ ４ ５ 

通勤時間が短いこと １ ２ ３ ４ ５ 

仕事におけるストレスの少なさ １ ２ ３ ４ ５ 
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問 10 次の表にあげた項目について、どの段階で身についたかについて、当てはまるすべての段階について

○をつけてください。また、仕事で実際役に立つと思うか、これから学びたいかについてそれぞれ最

も近いと思うものに１つずつ○をつけてください。なお、働いていない方は仮に自分が働くとしたら、

という仮定で直感的にお答えください。            （○はいくつでも） （それぞれ１つずつ選択） 

 

 

 

 

【その能力を教育・訓練を受けて習得したいか】  

１ 自分で費用を払って、教育・訓練等を受けてその能力を取得したい 

２ 他者が費用を負担すれば、教育・訓練等を受けてその能力を取得したい 

３ その能力を進んで取得したいとは思わない 

【仕事をする上で役に立っているか（仕事をするとしたら役に立つと思うか）】  

１ 役に立っている（役に立つと思う） 

２ 少しは役に立っている（少しは役に立つと思う） 

３ 役に立っていない（役に立たないと思う） 

 
上
司

、
先
輩
に
よ
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ

 
企
業
内
に
お
け
る
集
合
研
修

 
企
業
外
に
お
け
る
研
修

 
社
会
人
大
学

（
院

）
等
の
各
種

 
教
育
機
関
に
よ
る
教
育
・
訓
練

 
仕
事
を
始
め
て
か
ら
の
独
学

※
下
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い

※
下
か
ら
選
択
し
て
く
だ
さ
い

 一般的な教養知識 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 仕事に関する専門的知識 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 仕事に関する専門的技能 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 外国語の能力 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 コンピューターの基本的操作能力 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

表現、企画、時間工程管理、情報収
集、問題分析解決などのビジネスで
の基本的スキル

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 コミュニケーション能力、調整・交渉
能力

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 チームワーク、チームで仕事をする
能力

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 リーダーシップ性 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 指導・監督等に関する管理的スキ
ル

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 人的な交流、人脈 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

 
大
学
院
に
お
け
る
教
育

どの段階でその知識／技能を身につけたか？

自発的 
仕
事
に
お
け
る
実
務
中

 
在
学
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
等

 
在
学
中
の
サ
ー

ク
ル
等
の
活
動

主として仕事を始めるまで

企業が主体 
大
学
等
に
お
け
る
高
等
教
育

 
高
等
学
校
以
前
の
学
校
教
育

 
身
に
つ
い
て
い
な
い

主として仕事を始めてから

その能力は
仕事をする上
で役に立って
いるか？

その能力を
教育や訓練
を受けて取
得したいか？
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問 11 あなたの職場では、日常の作業・職務を行いながら、経験を通じて行われる訓練・学習である職場訓

練（ＯＪＴ）が行われていますか。次の職場訓練（ＯＪＴ）のうち、実施されているものすべてに○

をつけてください。                            （○はいくつでも） 

１ 見よう見真似での学習 
２ 決まった担当はいないが経験者が教える 
３ 特定の先輩、上司が教える 

４ マニュアルにしたがって自分で覚える 
５ 特に職場訓練（ＯＪＴ）は行われていない 

 

問 12 あなたの職場で行われている職場訓練（ＯＪＴ）は役に立っていますか。あてはまるもの１つに○を

つけてください。                                （○は１つ） 

１ 役に立っている ２ 少しは役に立っている ３ 役に立っていない 
 

問 13 あなたは職業に関する教育訓練について、どのような考え方をお持ちですか。お考えに最も近いもの

１つに○をつけてください。 

(1) 企業と個人、どちらの主体が職業に関する教育訓練に責任を持つべきか。 

Ａ 教育訓練の機会の提供は、基本的には企業の責任において行うものである。 

Ｂ 教育訓練は、基本的に個人が自主的に行うものである。 
（○は１つ） 

１ 「Ａ」 ２ どちらかと 

いえば「Ａ」 

３ どちらとも 

いえない 

４ どちらかと 

いえば「Ｂ」 

５ 「Ｂ」 

 

(2) 職業に関する教育訓練の費用負担について                     （○は１つ） 

１ 他者の費用負担が無くても教育訓練を進んで受けたい 

２ 他者の費用負担があれば教育訓練を受けたい 

３ 教育訓練を積極的に受けたいわけではないが、他者の費用負担があれば受けても良い 

４ 他者の費用負担があっても教育訓練は受けたくない 

 

問 14A あなたは過去２年間のうちに、以下のような教育・訓練を受けましたか。（○は１つ） 

１ 受けた ２ 受けていない → 問 15（P.9）へお進みください。 
  ↓ 

【教育・訓練の例】（ＯＪＴは含まれません） 

職場における集合教育・研修・訓練、民間機関が行う教育・研修・訓練、公的機関が行う教育・研修・訓練、

大学（院）の社会人向け講座・カリキュラム、専門学校等における教育・研修・訓練、通信教育、学校機関

以外への派遣教育・研修・訓練、海外研修、留学、セミナー・シンポジウム等、自主的な勉強会、職業に関

する事柄の読書等による独学 

 

問 14B 【問 14A で「１ 受けた」と回答した方に伺います。】あなたが過去 2 年間のうちに受けた教育の

うち、上記枠内に示した教育（ＯＪＴは含みません）のうち、自分自身の教育・訓練のために自分

自身が支払ったお金は大体どのくらいですか。おおよその額をお答えください。 

過去２年間で約    万円 

※ ２年間の額が分からない場合は、１年間の額を単純に２倍してください。 

 

問 14C 【問 14Aで「１ 受けた」と回答した方に伺います。】あなたが過去２年間のうちに受けた、上記枠

内に示した教育（ＯＪＴは含みません）のうち、自分自身の教育・訓練を受けた合計日数は大体ど

のくらいですか。おおよその日数をお答えください。（時間単位で受講している場合は、8 時間の

受講を１日と換算してください。） 

過去２年間で約    日間 

※ ２年間の日数が分からない場合は、１年間の日数を単純に２倍してください。 
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問 14Ｄ 【問 14Aで「１ 受けた」と回答した方に伺います。】あなたが最近２年で受けた教育等について内

容や動機、費用負担、目的、期間、役に立ったかどうかを記入例に従って記入してください。 

 

 

 

【受けた教育等の形態】  

１ 職場における集合教育・研修・訓練 

２ 民間機関が行う教育・研修・訓練 

３ 公的機関が行う教育・研修・訓練 

４ 大学（院）の社会人向け講座・カリキュラム 

５ 専門学校等における教育・研修・訓練 

 

６ 通信教育 

７ 学校機関以外への派遣教育・研修・訓練 

８ 海外研修、留学  

９ セミナー・シンポジウム、自主的な勉強会等 

10 職業に関する事柄に関する読書等による独学 

 
【受けた内容】  

１ 基礎的な知識、一般常識、教養 

２ 業務に関する専門的な知識 

３ 業務に関する専門的な技能 

４ 外国語の能力 

５ コンピューターに関する技能 

 

６ ビジネスに関する基本的スキル 

７ 指導、監督等に関する管理スキル 

８ 人的な交流 

９ 自己啓発に関すること 

10 趣味的な事柄 

 
【受けた目的】  

１ 会社の指示 

２ 現在の業務で必要だから 

３ 将来特定業務を行うため必要だから 

４ 昇進のため（管理職になるため必要等） 

５ 昇給のため（資格取得による報奨金等含む） 

６ 学位や資格をとるため 

 

７ 人的交流、ネットワークの形成 

８ 転職、独立に備えて 

９ キャリアアップのため（特定の目的なし） 

10 自己啓発、教養を得るため 
11 趣味的な観点から 

 

 

形態 受けた内容 受けた目的 受けた動機
費用の自己
負担割合

受けた期間
役に立ったか
どうか？

１　他人の指示
２　自発的に

１　全額
２　大半
３　半分程度
４　一部分
５　負担なし

１　１日以下
２　１日～３日
３　４日～１週間
４　１～２週間
５　２週間超～１ヶ月
６　１ヶ月超～３ヶ月
７ ３ヶ月以上

１　役に立った
２　少し役にたった
３　役に立たなかった

１ １、２ ２、４ １ ５ ３ ２

（当てはまるものを
　　　１つずつ選択）

（当てはまるものを
　　　　すべて選択）

（当てはまるものを
　　　　すべて選択）

（当てはまるものを
　　　１つずつ選択）

（当てはまるものを
　　　１つずつ選択）

（当てはまるものを
　　　１つずつ選択）

（当てはまるものを
　　　１つずつ選択）

※それぞれ下の枠の中から選択してください。

※【記入例】業界の専門知識に関する内容の職場での集合研修を受けた場合。

以下に最近２年間で受けた教育等についてすべてご記入ください。
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問 15 あなたの15歳の頃から現在までの間の就業、家事などの履歴について、次ページの記入例を参考に

矢印、○印、番号を記入してください。 

（転職・転籍理由） 
１ 会社の倒産、事業所閉鎖 
２ 人員整理・勧奨退職 
３ 事業不振・先行き不安 
４ 定年、雇用契約満了 
５ 良い条件の仕事を探すため 
６ 家庭の事情（結婚等）のため

７ 家事、通学、健康上のため 
８ その他 
 
（賃金変化） 
１ 増加した 
２ ほとんど同じ 
３ 減少した 
 
（職務権限、役職変化） 
１ 高まった 
２ あまり変わらない 
３ 低くなった 
 
（職種変化） 
１ 自分によりあった職種に変

化した 
２ 自分にあっていない職種に

変化した 
３ 変わらない 
 
（仕事内容、やりがい） 
１ 満足度は高まった 
２ 満足度は変わらない 
３ 満足度は低くなった 

現在の年齢　満（　　　　　）歳（平成18年3月1日現在）

 
通
学

 
個
人
・
家
庭
の
事
情

 
求
職
活
動

 
正
規
社
員

 
会
社
・
団
体
等
の
役
員

 
ア
ル
バ
イ
ト

、
パ
ー

ト

 
嘱
託
・
契
約
社
員

 
派
遣
社
員

 
自
営
・
家
庭
従
業

 
そ
の
他
の
就
労

　
転
職
理
由

　
賃
金
変
化

　
職
務
権
限

、
役
職

　
職
種
変
化

　
仕
事
内
容

、
や
り
が
い

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

　
年
齢

働いていない 働いている

転
職
・
転
籍
し
た
時

転職した場合は
以下もお答えください。
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<記入例> 15～18歳 高等学校就学、18～22歳 大学就学、22～23歳 就職浪人し就職活動、 

     23～32歳 正規職員として就労（28歳に転職）、33～38歳 家事・育児、38歳～パートとして就労 

（転職・転籍理由） 
１ 会社の倒産、事業所閉鎖 
２ 人員整理・勧奨退職 
３ 事業不振・先行き不安 
４ 定年、雇用契約満了 
５ 良い条件の仕事を探すため 
６ 家庭の事情（結婚等）のため

７ 家事、通学、健康上のため 
８ その他 
 
（賃金変化） 
１ 増加した 
２ ほとんど同じ 
３ 減少した 
 
（職務権限、役職変化） 
１ 高まった 
２ あまり変わらない 
３ 低くなった 
 
（職種変化） 
１ 自分によりあった職種に変

化した 
２ 自分にあっていない職種に

変化した 
３ 変わらない 
 
（仕事内容、やりがい） 
１ 満足度は高まった 
２ 満足度は変わらない 
３ 満足度は低くなった 

現在の年齢　満（　４４　）歳（平成18年3月1日現在）

 
通
学

 
個
人
・
家
庭
の
事
情

 
求
職
活
動

 
正
規
社
員

 
会
社
・
団
体
等
の
役
員

 
ア
ル
バ
イ
ト

、
パ
ー

ト

 
嘱
託
・
契
約
社
員

 
派
遣
社
員

 
自
営
・
家
庭
従
業

 
そ
の
他
の
就
労

　
転
職
理
由

　
賃
金
変
化

　
職
務
権
限

、
役
職

　
職
種
変
化

　
仕
事
内
容

、
や
り
が
い

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28 ○ 2 3 3 2 2

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

　
年
齢

働いていない 働いている

転
職
・
転
籍
し
た
時

転職した場合は
以下もお答えください。

転職した場合（アルバイトから正規社
員になった場合等も含む）は○をつ
けて理由等をお答えください。

その経歴に該当する場合、矢印でお
およその期間を記入してください。

年齢をお答えください。
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問 16 近年、正社員以外の非正規社員（パート、派遣労働、嘱託など）が増え、雇用が多様化して

います。雇用が多様化していることに対してあなたはどんなイメージを持っていますか。最も近いと

思うものを１つ選んでください。                            （○

は１つ） 

１ 良いイメージを持っている 
２ どちらかといえば良いイメージを持っている 
３ どちらともいえない 

４ どちらかといえば悪いイメージをもっている 
５ 悪いイメージを持っている 

 

問 17 また、問 16 に関連して、雇用が多様化していることについて次の項目についてはそれぞれどうなる

と考えていますか。それぞれあなたのお考えに近いものに１つずつ○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

※ また、上記の他に雇用が多様化していることについてご意見等があれば、ご自由にご記入ください。 

 

 

問 18 社会全体の生活水準はここ３～４年の変化として、次のどのイメージに近いですか。 （○は１つ） 

１ 全体として上昇している 

２ 全体として上昇しているが、上がっていない人も多い 

３ 全体として上昇しているが、下がっている人も多い 

４ 全体として低下しているが、上がっている人も多い 

５ 全体として低下しているが、下がっていない人も多い 

６ 全体として低下している 

 

問 19 あなたの生活水準はここ３～４年の変化として、次のどのイメージに近いですか。  （○は１つ） 

あなたのお考えは・・・・

左
に
近
い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

右
に
近
い

働く上での選択肢が広がる １ ２ ３ ４ ５ 狭まる

雇用が不安定になる １ ２ ３ ４ ５ 安定的になる

高賃金で働く人が増える １ ２ ３ ４ ５ 低賃金の人が増える

社会全体の格差が広がる １ ２ ３ ４ ５ チャンスが広がる

転職しやすくなる １ ２ ３ ４ ５ 転職しづらくなる

失業が増加する原因になる １ ２ ３ ４ ５ 減少する原因になる

若年段階での就職がしやすくなる １ ２ ３ ４ ５ 難しくなる

中高年者の再雇用がしやすくなる １ ２ ３ ４ ５ 難しくなる

組織に縛られない働き方ができる １ ２ ３ ４ ５ 組織に縛られる

労働条件・待遇が改善する １ ２ ３ ４ ５ 悪くなる

自ら教育訓練を受けるようになる １ ２ ３ ４ ５ 受けなくなる

社会全体の生産性が上がる １ ２ ３ ４ ５ 生産性が下がる
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１ 他の人の生活水準と比べて、上昇している 

２ 他の人の生活水準と比べて、どちらかといえば上昇している 

３ 他の人の生活水準と比べて、あまり変化していない 

４ 他の人の生活水準と比べて、どちらかといえば低下している 

５ 他の人の生活水準と比べて、低下している 

問 20 あなたの性別は何ですか。 

１ 男性 ２ 女性 
 

問 21 あなたは現在、結婚していますか。 

１ 結婚している ２ 独身（離死別を含む） → 問 23へお進みください。 
↓ 

問 22 【問 21で「１ 結婚している」と回答した方にうかがいます。】配偶者の方は、現在働いていますか。 

１ 現在働いている 

２ 現在働いていないが、今後働く予定はある 

３ 現在働いておらず、今後も特に働く予定はない 

 

問 23 あなたの最近３年間の所得は、税金や社会保障費等を引く前の金額でおおよそどの程度でしたか。 

昨年      万円 

2年前      万円 

3年前      万円 

 

問 24 昨年のあなたの所得のうち、何％程度が成果主義的賃金（従業員の業績や成果に連動して変化する賃

金）でしたか。おおよその数字で構いませんのでお答えください。  

   ％程度 

 

問 25 あなたとあなたの父親の最終学歴について伺います。あなたとあなたの父親の最終学歴について当て

はまるもの１つに○をつけてください。（戦前の学校である場合は、相当する近いものをお選びくだ

さい。）（○は１つ） 

 あなた 

１ 中学校 

２ 高等学校 

３ 短大・高専 

４ 大学 
５ 大学院 
６ その他 

 

父親 

１ 中学校 

２ 高等学校 

３ 短大・高専 

４ 大学 
５ 大学院 
６ その他 

 

問 26 あなたが15歳の頃における、あなたの父親の職種について伺います。あなたの父親の職種について、

最も近いと思うもの１つに○をつけてください。                  （○は１つ） 
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１ 管理的職種（会社・団体や官公庁の課長以上の管理的立場にある職種など） 

２ 総合事務職（管理的職種ではない会社・団体、官公庁の総合職など） 

３ 一般事務職（一般事務、会計事務、オペレーター、秘書、営業事務員など） 

４ 専門的技術職（研究者、技術者、保健医療、法務従事者、教育、芸術家など） 

５ 販売・営業従事者（小売店、卸売店の店主や従業員、外交員、不動産仲介など） 

６ サービス従事者（理容、美容、飲食店の従業員、ホームヘルパー、調理人など） 

７ 生産工程、労務作業者（製造、生産、機械作業、建築、保守、運搬等） 

８ 農林漁業作業者（農林水産業における作業に従事する場合） 

９ 保安従事者（自衛官、警察官、消防員、警備員など） 

10 その他（具体的に                    ） 
11 父親はいない 

 

****  以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。   **** 


